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〔巻頭〕 明日への期待
戦後間もなく，年に一冊しか出ていなかった状態の本
誌の編集事務をひきつぎ，在任二年間に，ようやく，年
四固定期的に発行できるようになった当時ののことを，
いまでも，わたくしは懐しく想いだしている。
学問の進歩に伴って，医学雑誌もしだいに専門化され
る傾向にあるし，総合的，啓蒙的な雑誌も街に溢れてい
る昨今では，むかしは稀少価値もあって，使命も大きか
った大学の機関雑誌のレーゾンデートル(存在理由〉につい
ても，かなりむずかしい立場におかれていることは確か
で，本昔、もその例外ではない。
また，この種の雑誌はごく限られた読者層によって支
えられているから，広く読んでもらう機会もすくない
し，経済的にも種々の困難をかかえている。
ここで読者層といったが，すこし皮肉ないいかたをす
れば，ほんとうに本誌を読んでいるひとは，おそらく何
人もいないと思う。
学問を愛し，次代の担い手である若いひとびとを愛す
るがゆえに，あるいは，専門の学会誌にくらべて印刷さ
れる日が早いことや，別刷をつくることの利点のため
に，会員になっている方々が多いように推察している。
雑誌が多く，論文も多いということは，学問の発達の
うえによろこぶべきことではあるが，大学の機関誌であ
る本誌も，その母体である千葉医学会のありかたととも
にこの辺で曲りかどにきているようである。
このようなときにあたって，聴明な編集委員たちのあ
いだでも，それについて真剣に検討がはじめられ，本号
長千葉医学会副会長，千葉大学医学部薬理学教室
小林龍男持
から早くも新しい展開へのきざしがみえていることはよ
ろこばしい。
個々の論文のほかに，毎号総説を載せることになった
のは，ちいさな殻にとじこもらない意味で知識を深め，
ひろげることに役立つし，速報，短報欄をもうけたこと
は，たとえ，ちいさな仕事にしても，そのオリジナリ
ティーは尊重されるから，そこに盛られた新しい息ぶき
や芽ばえは，いろいろの形で美しく花ひらくことであろ
フ。
本誌に載せられる原著論文が，他の専門誌より寛大な
制限のもとで，印刷されるなどということは絶対にあっ
てはならないが，巾の広い読者層のことも考えて，もう
すこし身近かで親しみのある，気楽に読めるニユースや
読者から編集者への声，あるいは研究室の平易な紹介な
ど，正しい主張や方向が伝えられる欄があってもよさそ
うである。
ちかごろ，インターン制度や専門医制度の問題が，大
きく世間の注目をあつめているが，とかくダイジェスト
版が流行し， ともすれば，実用的で安易な技術偏重のみ
に傾いて，ほんとうの意味の学問と自由を守る最後のと
りでとしての大学までが，学問不在，教育不在になりそ
うな気配が感じられるのは，わたくしの思い過しであろ
うか。
それにつけても，本誌が水準を保ちながら，正しい学
の方向に導びく道標になって，親しまれる会誌になって
くれるように，明日への期待をかけている。
